
太
田
夢
庵
の
書
と
篆
刻

玉
　
澤
　
友
　
基

一
　
は
じ
め
に

盛
岡
市
出
身
の
太
田
孝
太
郎
（
明
治
十
四
年
〜
昭
和
四
十
二
年
）
は
、
号
を

夢
庵
、
齋
号
を
楓
園
と
称
し
た（

１
）。

今
年
、
没
後
五
十
年
を
迎
え
た
。
盛
岡
市
先

人
記
念
館
の
顕
彰
対
象
者
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
夢
庵
は
自
ら
編
纂
し
た

『
盛
岡
市
史
』
の
中
で
、「
学
術
」
の
「
東
洋
史
学
」「
郷
土
史
学
」「
民
俗
学
」

の
三
分
野
、「
美
術
」
の
中
の
「
書
道
」
で
業
績
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
以

外
に
銀
行
や
新
聞
社
等
の
経
営
に
も
携
わ
り
、
実
業
家
と
し
て
の
顔
が
あ
る
わ

け
で
、
実
に
多
彩
な
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。
そ
の
夢
庵
の
書
は
、
岩
手
の
主
要
新

聞
「
岩
手
日
報
」
の
題
字
（
左
図
）
と
し
て
、
一
九
五
一
年
九
月
八
日
の
創
刊

五
千
号
以
来
採
用
さ
れ
て
い
る
。

夢
庵
七
十
歳
の
筆
に
な
る
。
地
元
で
は
日
頃
よ
く
目
に
し
て
お
り
、
こ
の
書

の
イ
メ
ー
ジ
は
県
民
に
浸
透
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
書
と
太
田
孝
太
郎
・
夢
庵
の
名
を
結
び
付
け
ら
れ
る
人
は
少
な
い
よ
う
で

あ
る
。
筆
者
は
夢
庵
の
書
に
興
味
を
持
ち
、
長
年
に
わ
た
り
資
料
収
集
に
当
た

り
、
嘗
て
夢
庵
の
学
問
や
芸
術
の
理
念
に
つ
い
て
考
察
し
た（

２
）。

本
稿
で
は
、
多

様
な
夢
庵
の
書
と
共
に
早
年
の
自
刻
印
譜
『
續
印
人
傳
姓
氏
印
譜
殘
稿
』
の
印

影
を
紹
介
し
、
夢
庵
の
書
と
篆
刻
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
　
夢
庵
の
書
と
篆
刻
に
関
す
る
自
己
評
価

夢
庵
が
、
自
身
の
書
と
篆
刻
に
つ
い
て
ど
う
見
て
い
た
の
か
見
て
お
き
た
い
。

太
田
夢
庵
の
書
は
諸
家
に
参
じ
模
倣
を
嫌
い
、
そ
の
範
疇
以
外
に
逸
出
せ

ん
と
す
る
も
、
篆
隷
以
外
、
年
を
重
ぬ
る
も
未マ

マ

だ
未
成
の
中
に
あ
る
。

こ
れ
は
夢
庵
を
知
る
人
に
と
っ
て
は
余
り
に
有
名
な
一
文
で
あ
り
、
嘗
て
詳

し
く
論
じ
た
の
で
こ
こ
で
は
最
低
限
に
と
ど
め
る
。
夢
庵
自
身
が
執
筆
編
集
し

た
『
盛
岡
市
史（

３
）』

の
中
で
述
べ
た
書
に
関
す
る
自
己
評
価
で
あ
る
。
こ
の
本
が

刊
行
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
五
月
、
七
十
九
歳
の
時
の
評
で
、
昭
和
四
十
二
年

一
月
に
八
十
六
歳
で
逝
去
す
る
七
年
前
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
最
終
の
自

己
評
価
と
考
え
て
も
い
い
の
か
ど
う
か
。
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
自
己
表
現
の

独
自
性
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
姿
勢
は
、
中
国
書
法
に
通
底
し
て
流
れ
る
意
識
で

あ
り
、
そ
れ
を
熟
知
し
た
夢
庵
な
ら
で
は
の
言
葉
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は

篆
書
や
隷
書
の
表
現
に
関
し
て
は
自
信
の
程
を
示
し
つ
つ
も
、
楷
書
や
行
草
書

は
未
完
成
と
言
う
の
だ
が
、
果
た
し
て
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
自
身
の
篆
刻
に
つ
い
て
、

太
田
夢
庵
は
五
世
浜
村
蔵
六
を
師
と
し
て
研
修
し
た
が
、
眼
高
手
低
の
嘆

に
絶
え
ず
、
大
正
三
年
刀
を
抛
ち
爾
来
ま
た
一
印
を
作
ら
ず
、
昭
和
三
十

年
早
年
作
る
と
こ
ろ
の
印
を
以
て
、「
続マ

マ

印
人
伝
姓
氏
印
譜
残マ

マ

稿
」
を
作
っ

た
。
石
井
雙
石
よ
り
年
歯
少
き
こ
と
八
才
、
蔵
六
の
同
門
で
、
昭
和
十
八

ア
ル
テ
ス
　
リ
ベ
ラ
レ
ス
　
（
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
紀
要
）

第
一
〇
〇
号
　
二
〇
一
七
年
六
月
　
一
〇
九
頁
〜
一
二
〇
頁
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年
大
日
本
書
道
報
国
会
の
結
成
せ
ら
る
ゝ
や
、
東
京
以
北
、
東
北
・
北
海

道
を
代
表
し
て
本
部
篆
刻
評
議
員
に
就
任
し
た
。（
前
掲
書
、
二
〇
二
頁
）

と
述
べ
て
い
る（

４
）。「

眼
高
手
低
の
嘆
に
絶
え
ず
、
大
正
三
年
刀
を
抛
」
っ
た
と

言
う
が
、
果
た
し
て
「
手
低
」
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
戦
時
中
の
東
北
・
北

海
道
を
代
表
す
る
篆
刻
家
と
し
て
の
存
在
に
は
触
れ
、
篆
刻
へ
の
関
り
を
記
し

て
い
る
。
こ
こ
ま
で
が
記
録
に
残
さ
れ
た
自
己
評
価
で
あ
る
。

三
　
夢
庵
の
書
と
篆
刻
に
関
す
る
論
評

拙
論
以
外
の
夢
庵
の
書
や
篆
刻
に
つ
い
て
論
評
し
た
も
の
は
僅
か
で
あ
る
が

挙
げ
よ
う
。

古
く
は
岩
手
県
師
範
学
校
の
教
員
故
白
井
鹿
山
の
『
鹿
山
遺
稿
』（
昭
和
四

年
）
に
「
夢
庵
刻
印
記
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
鹿
山
は
夢
庵
か

ら
「
鹿
山
」
と
刻
し
た
印
を
贈
呈
さ
れ
、
そ
の
印
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

蕭
散
飄
逸
、
気
韻
生
動
。
決
非
尋
常
鐵
筆
家
所
及
。

と
記
し
た
。

ま
た
、
夢
庵
は
、
花
巻
市
鳥
谷
崎
神
社
境
内
に
あ
る
谷
村
貞
治
像
の
台
座
の

題
字
も
書
い
て
い
る
が
、
完
成
し
た
題
字
を
見
た
像
の
作
成
者
故
舟
越
保
武
氏

が
夢
庵
の
題
字
の
ス
ケ
ー
ル
に
驚
嘆
し
た
旨
の
話
を
中
野
誠
之
助
氏
は
語
っ
て

い
る（

５
）。

こ
の
作
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
河
北
新
報
紙（

６
）

は
、
そ
の
記
事
の
最

後
に
「
個
性
的
な
書
風
で
人
々
に
感
銘
を
与
え
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
が
、

「
個
性
的
」
と
評
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

夢
庵
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
六
年
ま
で
岩
手
大
学
の
非
常
勤
講
師
を
務

め
、
書
道
史
を
講
じ
て
い
る
。
当
時
、
大
学
の
助
手
を
務
め
、
学
生
と
共
に
受

講
し
た
故
村
松
大
感
氏
は
、『
墨
』
八
十
六
号（

７
）

の
中
で
、
終
講
時
に
頂
戴
し
た

「
壺
中
天
地
」
の
作
に
触
れ
、「
夢
庵
の
徹
し
た
生
き
方
に
基
づ
い
た
、
清
韻
の

一
作
」
と
評
し
て
い
る
。

四
　
夢
庵
の
書

こ
こ
か
ら
は
、
具
体
的
に
多
様
な
夢
庵
の
書
を
見
て
い
き
た
い
。
書
簡
が
上

手
く
書
け
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
作
品
は
上
手
く
な
ら
な
い
、
と
は
よ
く
言

わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
が
、

基
礎
的
技
術
を
見
る
た
め

に
、
初
め
に
楷
書
、
次
い

で
行
草
書
、
最
後
に
、
夢

庵
が
自
信
の
程
を
示
し
て

い
る
篆
隷
の
作
品
を
見

た
い
。

①
　
篆
書
・
楷
書
「
原
敬

記
念
館
記
」
昭
和
三

十
三
年
・
七
十
七
歳

盛
岡
市
原
敬
記
念
館

縦
六
八
・
〇
㎝
　
横

一
二
六
・
〇
㎝

題
記
は
篆
書
（
小
篆
）

で
あ
る
。
夢
庵
の
篆
書
は

印
篆
（
方
形
の
空
間
を
隙

間
な
く
埋
め
る
よ
う
に
書

く
）
に
似
て
、
な
だ
ら
か

な
曲
線
よ
り
も
方
形
の
中

を
埋
め
る
造
形
で
あ
る
。

「原敬記念館記」
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本
文
の
書
風
は
、
中
国
南
北
朝
か
ら
隋
朝
期
の
墓
誌
銘
を
想
起
さ
せ
る
扁
平

な
外
形
に
、
筆
法
は
本
文
の
十
一
行
目
「
開
」
の
門
構
え
等
、
明
ら
か
に
蔵
鋒

向
勢
の
顔
法
で
あ
る
。

撰
文
は
作
家
の
故
鈴
木
彦
次
郎
氏
、
刻
者
は
五
六
堂
の
故
鏑
慎
二
郎
氏
で
あ

る
。
ほ
か
、「
人
」
字
は
五
回
出
て
来
る
が
自
然
な
変
化
の
妙
を
示
す
。
言
わ

ば
「
諸
家
に
参
じ
」
た
書
で
あ
ろ
う
。

②
　
篆
書
・
楷
書
「
七
ツ
森
顕
彰
碑
」
昭
和
二
十
五
年
・
六
十
九
歳
、
雫
石
町

七
ツ
森

碑
の
題
額
は
篆
書

（
小
篆
）
横
書
き
で

「
七
森
顕
彰
碑
」、
本
文

は
整
斉
な
初
唐
風
の
楷

書
で
あ
る
。「
七
ツ
森

払
い
下
げ
顕
彰
碑
」
で
、

高
さ
約
三
・
三
ｍ
、
幅

一
・
四
ｍ
）。
撰
文
は

民
俗
学
者
故
田
中
喜
多

美
氏
、
刻
者
は
故
三
浦

源
蔵
氏
。

③
楷
書
『
漢
魏
六
朝
官
印
考
』
本
文
　
昭
和
四
十
一
年
・
八
十
五
歳

最
晩
年
の
筆
跡
で
あ
る
。
刊
行
に
当
た
っ
て
夢
庵
自
身
は
活
字
化
を
希
望
し

た
が
、
故
西
川
寧
氏
の
反
対
で
断
念
し
、
自
筆
を
そ
の
ま
ま
印
刷
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
北
朝
の
墓
誌
銘
の
書
風
を
髣
髴
と
さ
せ
、
楽
な
運
筆
で
品
格
が
あ
る
。

④
　
行
草
書
「
那
珂
梧
樓
傳
」
昭
和
二
十
三
年
・
六
十
七
歳
　
盛
岡
市
先
人
記

念
館
蔵
　
（
釈
文
）
那
珂
梧
楼
生
る
　
祖
ハ
藤
原
秀
郷
の
後
裔
、
秀
郷
六

世
の
孫
通
直
常
強
国
那
阿
部
河
辺
／
郷
ニ
住
せ
り
。
そ
の
子
通
資
同
郡
の

那
阿
郡
ニ
移
り
…
…

夢
庵
の
ペ
ン
書
き
原
稿
、
日
常
の
書
で
あ
る
。
横
広
の
懐
の
広
い
字
形
を
取

り
、
筆
致
は
流
麗
に
し
て
、
崩
し
方
は
極
め
て
正
確
で
あ
る
。
俗
に
達
筆
と
い

う
言
葉
は
良
く
な
い
意
味
で
も
使
わ
れ
る
が
、
良
い
意
味
で
達
筆
、
見
事
の

一
語
に
尽
き
る
。

『漢魏六朝官印考』部分（原寸）

「七ツ森顕彰碑」部分
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⑤
　
行
草
書
「
小
田
島
禄
郎
宛
葉
書
」
昭
和
十
四
年
八
月
五
日
　
四
十
五
歳

岩
手
県
立
博
物
館
蔵

釈
文
：（
表
）
岩
谷
堂
町
廿
八
日
市
町
／
小
田
島
禄
郎
樣
／
盛
岡
市
盛
岡
銀

行
／
太
田
孝
太
郎
　
（
裏
）
拝
啓
益
清
適
賀
上
候
。
過
日
ハ
失
礼
申
上
候
。
過

日
御
話
申
上
候
岩
手
日
報
御
送

付
致
し
居
候
事
と
存
候
。
原
稿

御
送
付
被
下
候
折
ハ
主
筆
後
藤

清
郎
氏
宛
御
送
付
御
願
上
候
。

右
急
御
坐
候
。

考
古
学
研
究
の
仲
間
に
宛
て

た
葉
書
で
あ
る
。
流
麗
見
事
な

筆
致
で
あ
る
。
候
文
で
現
代
人

に
は
馴
染
み
難
い
。
書
作
品
の

落
款
も
そ
う
で
あ
る
が
、
文
字

の
崩
し
方
も
極
限
を
極
め
て
い

る
感
が
あ
る
。
判
読
は
難
し

い
。

⑥
　
篆
書
・
行
書
「
金
田
一
國
士
頌
」

昭
和
二
十
五
年
十
月
建
立
・
六
十
九

歳
　
花
巻
温
泉
修
蔵
館
前
　
縦
二
一
〇
㎝
・
横
一
五
二
㎝

金
田
一
國
士
の
頌
徳
碑
で
あ
る
。『
高
村
光
太
郎
山
居
七
年
』（
佐
藤
隆
房
、

筑
摩
書
房
）
に
、
瀬
川
正
雄
氏
談
に
よ
る
立
碑
の
経
緯
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

題
額
に
篆
書
を
配
し
、
本
文
は
暢
達
し
た
表
現
の
行
草
体
で
あ
る
。
本
文
中
の

四
行
目
「
貽
」
字
は
、
高
村
の
原
案
で
は
「
残
」
字
で
あ
っ
た
が
、
夢
庵
の
提

案
で
「
貽
」
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
完
成
し
た
碑
文
を
見
て
、
夢
庵
は
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
趣
旨
の
こ
と
を
話
し
た
と
言

う
。「
洗
」
の
さ
ん
ず
い
や
全
体
の
造
形
に
黄
庭
堅
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
と
同
じ
文
面
の
色
紙
（
印
刷
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
大
き
さ
の

違
い
も
あ
っ
て
か
、
雰
囲
気
は
大
分
異
な
る
表
現
に
な
っ
て
い
る
。

七
ツ
森
顕
彰
碑
と
同
年
の
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
書
体
の
相
違
も
あ

り
、
雰
囲
気
は
大
分
異
な
る
。

「金田一國士頌」碑の拓本

「那珂梧樓傳」（原寸）小田島禄郎宛葉書
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⑦

行
草
書
「
結
廬
在
人
境
、
而
無
車
馬
喧
、
問
君
何
能
爾
、
心
遠
地
自
偏
、

采
菊
東
辯
下
、
悠
然
見
南
山
、
山
気
日
夕
佳
、
飛
鳥
相
與
還
、
此
閒
有
真

意
、
欲
辯
已
忘
言
、
淵
明
飲
酒
二
十
首
之
一
、
夢
庵
陳
人
」
杉
村
邦
彦
氏
主

幹
『
書
論
』
第
三
十
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
よ
り
転
載
。
縦
一
三
四
・
〇

㎝
・
横
三
三
・
二
㎝
　
制
作
年
不
明

単
体
の
行
草
書
で
あ
る
が
、
紙
面
全
体
に
も
配
慮
が
行
き
届
き
、
字
間
は
ほ

ぼ
等
間
隔
に
取
り
な
が
ら
気
脈
が
通
り
、
爽
や
か
な
筆
の
タ
ッ
チ
、
飛
動
す
る

筆
の
動
き
、
暢
達
し
た
筆
致
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
書
譜
の
「
神
融
け
筆
暢

ぶ
」
の
作
か
。

⑧
　
行
草
書
「
清
風
千
古
　
夢
庵
」
太
田
家
蔵
　
小
色
紙
　
縦
二
一
・
〇
㎝
×

横
一
八
・
〇
㎝

制
作
年
は
不
明
だ
が
、
夢
庵
が
追
求

し
た
行
草
書
の
世
界
の
究
極
像
、
行
き

着
い
た
境
地
を
示
す
か
。
馥
郁
と
し
た

豊
か
な
線
質
、
抜
け
抜
け
と
し
た
屈
託

の
な
い
表
情
と
姿
は
衝
撃
的
で
す
ら
あ

る
。
紙
面
の
ほ
ぼ
中
央
に
置
か
れ
た

「
清
」
字
第
一
画
目
の
位
置
は
常
識
で

は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
前
画
の
筆
や
形
を
受
け

て
次
々
に
次
画
が
置
か
れ
、
最
終
的
に
は
見
事
に
収
ま

り
を
付
け
る
。「
古
」
の
収
ま
り
な
ど
ど
う
に
で
も
展

開
出
来
る
世
界
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
篆
隷

書
の
表
現
と
も
異
な
る
夢
庵
の
世
界
で
あ
る
。

⑨
　
行
草
書
「
五
風
十
雨
　
夢
庵
」
色
紙
　
中
野
誠
之

助
氏
蔵

縦
二
七
・

〇
㎝
×
横
二
四
・
〇
㎝

一
見
、
単
純
な
書
き
振
り
で
は

あ
る
が
、
語
意
と
共
に
、
ふ
く
よ

か
な
線
、
健
や
か
さ
は
何
と
も
言

え
な
い
と
思
う
。

⑩
　
行
草
書
「
入
門
有
喜
　
夢

庵
」
筆
者
蔵
　
縦
三
四
・
〇
㎝
×

横
三
四
・
五
㎝

現
代
的
空
間
の
取
り
方
か
ら
す

れ
ば
、
行
間
が
接
近
し
て
い
る

が
、
厳
し
い
線
質
で
あ
る
。
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以
下
⑪
〜
⑳
は
、『
盛
岡
市
史
』
で
独
自
性
を
自
認
し
た
篆
隷
書
で
あ
る
。

篆
書
作
品
の
際
立
つ
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
一
般
的
に
、
始
筆
を
蔵

鋒
に
作
る
の
を
篆
隷
書
の
一
つ
の
特
徴
と
も
す
る
が
、
夢
庵
の
篆
隷
書
は
蔵
鋒

を
殆
ど
意
識
し
な
い
筆
遣
い
に
な
っ
て
い
る
。
甲
骨
文
や
小
篆
等
様
々
な
篆
書

を
書
い
て
い
る
。
小
篆
の
字
形
は
、
そ
れ
程
、
長
脚
・
曲
線
美
に
し
な
い
。
清

代
の
鄧
石
如
を
始
め
と
す
る
篆
隷
書
の
名
家
や
、
知
遇
を
得
た
羅
振
玉
等
の
書

法
も
知
悉
し
て
い
た
筈
の
夢
庵
で
あ
る
が
、
点
画
の
接
合
部
で
緊
密
に
点
画
の

結
合
を
は
か
る
こ
と
も
し
な
い
。
右
肩
部
の
曲
線
で
の
中
鋒
の
運
筆
も
気
に
掛

け
な
い
。
権
量
銘
等
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
縦
長
、
長
方
形
の
枠

の
中
に
納
ま
る
よ
う
な
字
形
で
あ
る
。
文
字
の
点
画
は
、
今
日
の
中
国
古
代
文

字
研
究
の
成
果
で
見
る
と
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
も
多
々
見
か
け
る
。

⑪
　
篆
書
「
入
門
有
喜
　
夢
庵
」
太
田
家
蔵
　
制
作
年
不
明

「
有
」
は
金
文
で
あ
る
が
、

他
は
露
鋒
を
駆
使
し
甲
骨
文

字
の
雰
囲
気
に
ま
と
め
て
い

る
。

⑫
　
篆
書
「
壺
中
天
地
　
夢
庵
」
中
野
誠
之
助
氏
蔵
　
制
作
年
不
明
　
縦
一

九
・
〇
㎝
×
横
二
七
・
〇
㎝

「
地
」
字
の
形
か
ら
小
篆
と
判
断

さ
れ
る
。
小
品
な
が
ら
、
入
魂
の

作
。

⑬
　
篆
書
「
里
仁
爲
美
、
夢
庵
」
中
野
誠
之
助
氏
蔵
　
制
作
年
不
明
　
縦
二

七
・
〇
㎝
×
横
二
四
・
〇
㎝

「
里
」
の
横
画
を
肥
筆
に
し
、
金

文
調
だ
が
、「
仁
」「
美
」
は
印
篆

で
あ
る
。
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⑭
　
篆
書
「
杜
門
閒
客
散
、
攤
巻
古
人
来
、
夢
庵
」
盛
岡
市
先
人
記
念
館
蔵

制
作
年
不
明
　
縦
三
三
㎝
×
横
三
四
㎝

金
文
調
と
小
篆
調
の
ミ
ッ
ク
ス
と
言

っ
て
い
い
作
品
。

⑮

篆
書
「
結
廬
在
人
境
、
而
無
車
馬
喧
、
問
君
何
能
爾
、
心
遠
地
自
偏
、
采

菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
、
山
氣
日
夕
佳
、
飛
鳥
相
與
還
、
此
閒
有
真
意
、

欲
辯
已
忘
言
、
淵
明
飲
酒
二
十
首
之
一
、
夢
庵
陳
人
」
筆
者
蔵
　
制
作
年
不

明
　
縦
一
三
二
㎝
×
横
三
四
・
五
㎝

一
点
一
画
の
筆
の
タ
ッ
チ
に
神
経
を
配
り
、
筆
圧
の
強
弱
、
線
の
肥
痩
の
変

化
が
あ
る
。
紙
面
全
体
へ
の
文
字
の
収
め
方
に
も
配
意
が
あ
り
、
落
款
の
二
行

に
し
た
入
れ
方
も
よ
く
で
き
て
い
る
。

⑯
　
篆
書
「
白
雲
抱
幽
石
　
夢
庵
」
筆
者
蔵
　
制
作
年
不
明
　
縦
一
二
五
・
〇

㎝
・
横
三
四
・
五
㎝

「
白
」
は
印
篆
。「
雲
」
は
雨
冠
を
省
略
し
た
説
文
古
文
。「
抱
」
は
説
文
或

体
。
旁
「
包
」
は
「
勹
」
を
上
部
に
冠
状
に
す
る
。「
幽
」
は
金
文
。
種
々
の

篆
書
を
混
合
し
て
い
る
と
見
る
。

⑰

篆
書
「
抱
徳
推
恩
、
含
気
化
物
、
長
生
久
視
、
美
意
延
年
、
夢
庵
陳
人
」

中
野
誠
之
助
氏
蔵
　
制
作
年
不
明
　
縦
一
三
七
・
〇
㎝
・
横
三
一
・
三
㎝

印
篆
と
言
う
べ
き
か
。
全
体
が
明
る
い
作
品
で
あ
る
。
半
切
二
行
作
品
の
落

款
位
置
は
や
や
右
寄
り
に
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
般
的
な
書
き
方
か
ら

す
る
と
、「
徳
」
は
旁
に
一
画
不
足
が
あ
る
。

⑱
　
隷
書
「
岩
手
日
報
」
昭
和
二
十
六
年
、
七
十
歳

冒
頭
で
紹
介
し
た
新
聞
の
題
字
で
あ
る
（
一
〇
九
頁
を
参
照
）。
一
見
、
横

平
竪
直
で
一
字
一
波
の
波
磔
を
持
つ
八
分
隷
か
と
思
い
き
や
、
蔵
鋒
に
固
執
せ

ず
に
露
鋒
も
混
じ
り
、
典
型
的
八
分
隷
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
通
常
は
「
手
」

字
の
第
三
画
目
に
波
磔
を
付
け
る
が
、
二
画
目
に
持
っ
て
き
て
い
る
。
細
身
の
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線
で
、
顫
動
を
加
え
、
中
国
書
法
の
礼
器
碑
、
楊
峴
等
を
想
起
さ
せ
る
書
風
で

あ
る
。
起
筆
は
露
鋒
気
味
で
悉
く
変
化
し
て
い
る
。
品
格
あ
る
書
と
言
え
よ
う
。

⑲
　
隷
書
「
原
敬
記
念
館
」
拓
本
　
昭
和
三
十
三
年
・
七
十
七
歳

右
払
い
の
波
磔
・
波
勢
を
控
え
て
書
き
、
古
隷
風
で
あ
る
。
始
筆
は
筆
の
逆

入
を
そ
れ
程
深
く
し
な
い
で
真
上
か
ら
鋒
先
を
突
き
込
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

る
。
谷
朗
碑
等
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。

⑳

隷
書
「
勲
二
等
　
谷
村
貞
治
先
生
」
昭
和
四
十
一
年
頃
。
花
巻
市
鳥
谷
崎

神
社
（
文
字
の
見
や
す
さ
の
関
係
で
斜
め
の
角
度
か
ら
撮
影
し
た
。）

境
内
に
あ
る
故
谷
村
貞
治
氏
像
の
題
字
。
銅
像
の
台
座
左
側
に
「
昭
和
四
十

二
年
の
春
建
立
」
と
刻
字
し
て
あ
る
。
夢
庵
は
昭
和
四
十
二
年
一
月
十
八
日
に

亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
、
碑
が
完
成
す
る
前
に
亡
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す

る
と
実
際
に
書
か
れ
た
の
は
そ
の
前
年
昭
和
四
十
一
年
か
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
最
晩
年
の
書
で
あ
る
。
上
部
の
像
の
原
型
制
作
は
故
東
京
芸
大
教
授
舟
越

保
武
氏
、
鋳
造
は
故
東
京
芸
大
教
授
鈴
木
貫
爾
氏
。
プ
レ
ー
ト
部
分
の
寸
法
は

縦
七
〇
・
〇
㎝
、
横
一
一
・
〇
㎝
。

「
二
」「
等
」「
村
」「
先
」
等
に
波
磔
が
見
ら
れ
る
の
で
隷
書
で
あ
る
と
判
断

す
る
が
、「
勲
」
の
烈
火
や
、「
生
」
等
は
隷
書
的
で
は
な
く
、
随
所
に
行
草
的

筆
遣
い
が
見
ら
れ
、
雑
体
書
と
も
言
う
べ
き
か
。「
谷
」「
村
」
に
見
ら
れ
る
肥

厚
な
点
画
は
堂
々
と
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
醸
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
、
完
成
し
た
全
体
の
姿
を
見
た
舟
越
氏
が
驚
い
た
と
い
う
書
で
あ
る
。

五
　
夢
庵
の
篆
刻

夢
庵
の
刻
し
た
印
は
殆
ど
伝
わ
っ
て
い
な
い（

７
）。『

續
印
人
傳
姓
氏
印
譜
殘
稿
』

の
存
在
が
自
身
の
『
盛
岡
市
史
』
や
『
著
作
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
存
在
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
発
行
部
数
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
、
一
般
に
目
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
自
身
の
仕
事
と
し
て
明
記
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
後
世
に
伝
え
た
い
意
思
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
目

録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
原
稿
も
他
に
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
今
回
、
ご
遺

族
と
所
蔵
者
の
了
解
を
得
て
、
印
影
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
印
面
の
布

置
章
法
の
妙
、
風
韻
あ
る
線
質
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
刻
さ
れ
た
の
は
中
国
に

赴
任
す
る
前
の
段
階
で
あ
り
、
こ
の
後
、
方
若
や
羅
振
玉
と
の
交
流
が
始
ま

り
、
古
銅
印
の
収
集
と
研
究
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

『
續
印
人
傳
姓
氏
印
譜
殘
稿
』
に
つ
い
て

印
譜
原
本
は
縦
六
・
六
㎝
、
横
四
・
五
㎝
、
一
九
頁
で
、
通
常
の
印
譜
の
よ

う
に
見
開
き
の
左
側
紙
面
に
一
印
ず
つ
捺
し
て
あ
る
。
印
譜
の
中
扉
に
は
「
大

正
三
年
」
と
印
字
し
て
あ
り
、『
著
作
目
録
』
の
記
録
「
昭
和
三
十
二
年
刊
行
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
序
文
か
ら
判
断
す
る
と
、
大
正
三
年
に
は
こ
の
印
譜
の

構
想
が
あ
り
、「
牧
雲
子
太
嶺
」（
臨
済
宗
の
僧
籍
あ
る
人
物
か
）
な
る
人
物
か

ら
序
文
を
貰
っ
て
い
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

本
稿
次
頁
に
お
け
る
印
影
は
、
本
紀
要
の
紙
面
の
都
合
上
、
一
ペ
ー
ジ
の
紙
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⑭ ⑨ ④

⑮ ⑩ ⑤

⑯ ⑪ ⑥ ①

⑰ ⑫ ⑦ ②

⑱ ⑬ ⑧ ③

『續印人傳姓氏印譜殘稿』（中野誠之助氏蔵）
印影は原寸大、原本掲載順である。
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面
に
収
ま
る
よ
う
に
編
集
し
た
。

（
釈
文
）

點
破
太
虛
空
歸
來
線
路
通
誰
知
三
要
外
明
月
印
江
中
　
題
夢
庵
居
士
續
印
人
傳

姓
氏
印
譜
　
大
正
三
年
五
月
　
牧
雲
子
太
嶺

太
虛
空
な
る
を
点
破
し
、
帰
來
す
れ
ば
線
路
通
ず
。
誰
か
知
ら
ん
や
三
要
の
外
、

明
月
江
中
に
印
す
。
夢
庵
居
士
の
續
印
人
傳
姓
氏
印
譜
に
題
す
。
大
正
三
年
五

月
、
牧
雲
子
太
嶺
。

①
　
南
阜
（
高
鳳
翰
）
　
②
臣
高
　
③
冶
亭
（
朱
宏
晋
）
④
厚
光
（
戴
厚

光
）
⑤
臣
琰
（
朱
琰
）
　
⑥
胡
志
仁
印
（
胡
志
仁
）
　
⑦
長
州
　
⑧
復
夫

（
楊
心
源
）
⑨
芑
堂
（
張
燕
昌
）
　
⑩
董
洵
印
（
董
洵
）
　
⑪
張
鈞
私
印

（
張
鈞
）
　
⑫
黄
塤
（
黄
塤
）
　
⑬
張
梓
之
印
（
張
梓
）
　
⑭
錬
玉
道
人

（
陳
錬
）
　
⑮
汝
爲
　
⑯
呉
晋
（
呉
晋
）
　
⑰
呉
少
甫
印
（
呉
少
甫
）
　
⑱

啓
尗
（
淑
）（
王
敬
淑
）

六
　
夢
庵
の
学
書
と
そ
の
根
底
に
あ
る
も
の

夢
庵
の
学
書
に
つ
い
て
、
夢
庵
自
身
の
記
録
も
、
伝
來
す
る
も
の
も
無
く
、

定
か
で
は
な
い
。
個
々
の
筆
跡
の
考
察
の
中
で
触
れ
た
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
筆

跡
か
ら
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幼
少
期
の
育
っ
た
環
境
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
存
在
は
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
実
際
の
書
技
の
表
現
力

と
は
一
般
に
必
ず
し
も
直
結
す
る
も
の
で
な
い
と
は
思
う
が
、
書
道
史
全
般
に

わ
た
る
知
識
と
鑑
賞
は
、
そ
れ
ら
か
ら
書
的
栄
養
を
得
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

幼
少
期
育
っ
た
自
宅
の
隣
に
は
蔵
が
あ
り
、
そ
の
中
の
先
祖
伝
来
の
掛
軸
や

骨
董
は
そ
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
祖
父
は
諱
を
久
孝
、
通

称
は
孝
、
字
は
子
顕
、
号
を
鶴
舟
、
至
誠
堂
等
と
称
し
、
藩
政
期
、
南
部
家
の

藩
主
と
共
に
詩
歌
や
書
を
楽
し
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
、
盛
岡
市
史
に
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
父
の
小
二
郎
も
、
盛
岡
市
史
で
は
、
明
治
四
十
二
年
に
日
本

画
の
愛
好
会
の
結
成
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

恵
ま
れ
た
芸
術
文
化
の
環
境
の
中
で
育
っ
た
こ
と
は
言
え
よ
う
。

夢
庵
の
古
銅
印
や
古
印
譜
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
有
名
で
あ
る
が
、
個
人
博
物

館
を
目
指
し
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
、
印
学
関
係
以
外
に
も
、
漢
籍
の
文
献
や

金
石
資
料
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
多
く
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

９
）。

単
な

る
コ
レ
ク
タ
ー
で
な
く
、
個
々
の
資
料
に
関
し
て
見
識
を
持
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
、
大
学
教
育
の
場
で
、
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
六
年
ま
で
岩
手
大
学
学
芸

学
部
書
道
科
の
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
が
、
そ
の
講
義
か
ら
伺
え
る
。
講
義
の

様
子
に
つ
い
て
、
当
時
、
学
芸
学
部
助
手
で
、
学
生
と
共
に
聴
講
し
た
故
村
松

大
感
氏
は
、

も
の
静
か
に
語
る
温
容
が
今
で
も
脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。
黒
板
一
杯

に
古
碑
名
蹟
を
丁
寧
に
板
書
し
、
学
生
が
ノ
ー
ト
し
終
え
た
の
を
確
認
し

て
か
ら
徐
ろ
に
消
去
、
ま
た
板
書
し
つ
づ
け
る
。
そ
の
あ
と
に
持
参
の
資

料
を
自
ら
の
手
で
繙
い
て
懇
切
に
説
明
さ
れ
る
の
が
常
で
、
と
か
く
実
作

に
の
み
偏
り
が
ち
の
若
い
学
徒
に
、
学
究
的
な
眼
を
開
か
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
っ
た
。（『
墨
』
平
成
二
年
九
・
十
月
号
、
一
三
八
〜
一
三
九
頁
．）

と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
村
松
氏
の
詳
細
な
受
講
ノ
ー
ト
が
本
学
の
書
道
研
究

室
に
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
因
み
に
昭
和
三
十

四
年
五
月
十
五
日
の
講
義
ノ
ー
ト
に
は
、

曹
全
の
研
秀
は
漢
石
中
に
お
い
て
稀
に
見
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
風
韻
に

お
い
て
は
最
高
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
く
の
如
く
二
碑
は

代
表
作
の
如
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
開
通
褒
斜
、
三
公

山
、
西
狭
頌
、
子
游
、
張
遷
の
如
き
は
両
碑
以
外
に
あ
っ
て
勝
を
ほ
し
い

ま
ま
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
俄
か
に
甲
乙
を
決
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

六
月
の
ノ
ー
ト
を
開
く
と
、

正
書
に
は
谷
朗
碑
（
鳳
凰
元
年
、
湖
南
耒
陽
）
と
賣
地
券
が
あ
る
。
賣
地

券
は
草
卒
に
刻
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
谷
朗
碑
は
古
泉
山
館
金
石
文
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篇
に
文
詞
古
雅
端
勁
に
し
て
法
あ
り
、
東
京
を
去
る
こ
と
未
だ
遠
か
ら

ず
。
気
分
が
後
漢
の
気
に
迫
っ
て
い
る
。
尚
漢
人
の
遺
意
多
し
。
當
に
漢

碑
と
同
じ
墨
林
の
寶
蔵
た
る
べ
し
と
あ
る
。
隷
意
饒
も
の
で
あ
る
。

等
と
言
っ
た
内
容
で
あ
る
。
講
義
で
は
、
書
跡
資
料
名
等
は
実
に
多
数
か
つ
詳

細
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
平
碑
記
等
の
中
国
書
論
を
引
用
し
な
が
ら
の
解
説
が

な
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
学
生
に
と
っ
て
は
、
実
に
難
解
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

夢
庵
の
『
著
作
目
録
』「
未
刊
本
」
の
項
目
に
、

中
国
金
石
学
　
岩
手
大
学
講
義
草
按
　
八
　
昭
和
三
一
　

宋
元
の
書
学
　
岩
手
大
学
講
義
草
按
　
一
　
昭
和
三
六

明
清
の
書
学
　
岩
手
大
学
講
義
草
按
　
一
　
昭
和
三
六

の
記
述
が
見
え
て
い
る
が
、
原
稿
は
現
在
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

夢
庵
の
書
の
根
底
に
は
、
日
常
の
筆
記
や
行
草
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
十

分
に
鍛
錬
さ
れ
た
確
か
な
腕
が
あ
っ
た
。
揮
毫
に
当
た
っ
て
は
、
種
々
の
古
典

の
表
現
を
参
酌
し
て
い
る
姿
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
学
問
研
究
で
言
え
ば
、

先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
表
現
す
る
そ
の
姿
勢
は
書
の
専
門
家
と
言
う
に
相
応
し

い
も
の
で
あ
る
。
コ
レ
ク
タ
ー
と
研
究
者
と
し
て
の
識
見
や
眼
力
、
そ
の
上

に
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
高
邁
な
自
己
表
現
に
徹
す
る
独
往
の
精
神
を
以
て
夢
庵

の
芸
術
は
展
開
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

夢
庵
の
書
と
篆
刻
を
通
観
し
て
、
作
品
と
篆
刻
は
相
通
じ
る
も
の
を
持
っ
て

い
る
と
感
じ
る
。
師
範
の
白
井
鹿
山
の
評
「
蕭
散
飄
逸
」
が
的
を
得
て
い
る
よ

う
に
思
う
。
一
見
整
っ
て
い
な
い
無
法
と
も
見
え
る
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
は
篆

隷
書
に
お
い
て
は
露
鋒
を
駆
使
し
た
表
現
と
な
っ
た
。
篆
隷
に
止
ま
ら
ず
行
草

書
に
お
い
て
も
「
清
風
千
古
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
碍
の
表
現
に
到
着
し
た

と
考
え
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
篆
刻
に
つ
い
て
は
、
余
り
に
早
年

（
三
十
三
歳
）
に
し
て
実
作
を
放
擲
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。
中

国
古
銅
印
の
収
集
と
研
究
を
踏
ま
え
て
の
刻
印
が
な
さ
れ
た
な
ら
、
ど
ん
な
印

を
残
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

付
記
：
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
遺
族
の
太
田
稔
氏
、
夢
庵
の
生
前
に

親
交
の
あ
っ
た
中
野
誠
之
助
氏
に
、
資
料
の
ご
提
供
と
共
に
多
々
ご
教
示
を
賜

っ
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
作
品
図
版
の
提
供
を
頂
い
た
関

係
機
関
（
作
品
毎
に
表
記
さ
せ
て
頂
い
た
）、
並
び
に
論
文
中
に
ノ
ー
ト
の
引

用
を
さ
せ
て
頂
い
た
恩
師
の
故
村
松
大
感
先
生
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

さ
ら
に
『
續
印
人
傳
姓
氏
印
譜
殘
稿
』
の
釈
読
に
つ
い
て
協
力
頂
い
た
本
学

平
泉
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
劉
海
宇
氏
に
も
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し

た
い
。
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史
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教
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究
』
日
本
国
語
教
育
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会
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会
　
平
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人
傳
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人
傳
』
江
蘇
廣
陵
古
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刻
印
社
、
平
成
十
年

・『
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雙
石
展
』
篆
刻
美
術
館
・
古
河
街
角
美
術
館
　
平
成
二
十
年

・『
太
田
夢
庵
蔵
印
選
・
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山
県
篆
刻
研
究
会
刻
心
社
展
三
十
回
記
念
』
平
成
二
十
四
年
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註（
１
）
昭
和
四
十
一
年
八
月
〜
四
十
二
年
一
月
頃
作
成
さ
れ
た
孝
太
郎
自
筆
の
年
譜
に
よ
る
。

（
２
）
玉
澤
友
基
「
太
田
夢
庵
の
学
芸
と
理
念
」『
平
成
五
年
度
研
究
紀
要
　
第
五
号
　
国
語

教
育
研
究
　
岩
手
』
日
本
国
語
教
育
学
会
岩
手
支
部
会
　
平
成
五
年
　
　
三
八
〜
四

四
頁

（
３
）『
盛
岡
市
史
』
第
十
一
分
冊
　
文
教
編
　
第
三
章
美
術
　
第
一
書
道
　
昭
和
三
十
五
年

一
九
七
頁

（
４
）
年
齢
は
夢
庵
が
雙
石
よ
り
八
歳
歳
下
で
あ
る
が
、
蔵
六
に
師
事
し
た
の
は
三
年
早
か

っ
た
。
夢
庵
の
眼
を
信
じ
て
い
た
雙
石
は
、
自
分
の
印
影
全
て
を
夢
庵
に
送
り
批
評

を
仰
い
で
い
た
。

（
５
）
岩
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
盛
岡
の
先
人
を

語
る
「
郷
土
史
家
太
田
孝
太
郎
」（
平
成
四
年
一
月
二
十
二
日
収
録
）
の
中
野
誠
之
助

氏
と
山
田
勲
氏
の
対
談
の
中
で
こ
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）
平
成
二
年
五
月
二
十
八
日
付
「
河
北
新
報
」「
い
わ
て
　
人
と
美
〈
二
〇
〉
　
太
田
孝

太
郎
」

（
７
）『
墨
』
平
成
二
年
九
・
一
〇
月
号
、
㈱
芸
術
新
聞
社
、
一
三
八
〜
一
三
九
頁
．

（
８
）
夢
庵
の
刻
印
は
、
平
成
二
十
年
九
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
ま
で
篆
刻
美

術
館
・
古
河
街
角
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
石
井
雙
石
展
」
に
二
点
出
品
さ
れ
た
。

ま
た
、『
太
田
夢
庵
蔵
印
選
・
富
山
県
篆
刻
研
究
会
刻
心
社
展
三
十
回
記
念
』（
平
成

二
十
四
年
）
に
小
西
憲
一
氏
の
研
究
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）『
蔵
書
目
録
解
題
』
の
自
身
の
蔵
書
に
関
す
る
記
録
に
は
、「
太
田
孝
太
郎
、
経
類
九

十
五
部
「
五
百
十
三
冊
」
史
類
七
百
十
九
部
三
千
八
百
七
十
七
冊
、
子
類
百
五
十
四

部
一
千
二
百
四
十
四
冊
、
集
類
百
九
十
二
部
千
三
百
五
部
、
叢
書
類
五
十
四
部
二
千

二
百
十
六
冊
、
計
千
二
百
十
四
部
九
千
百
五
十
五
冊
、
凡
に
中
国
刊
、
和
刻
本
は
百

の
二
に
過
ぎ
ず
、
中
古
銅
印
譜
二
百
三
部
千
三
百
二
十
余
冊
あ
る
。」
と
あ
り
、
殆
ど

が
中
国
の
出
版
物
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
〇
一
七
年
四
月
二
十
四
日
受
理
）


